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日 月 火 水 木 金 土
1
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30

11月の行事・祝日
3日（月・祝）	・・・・・・・・	文化の日
15日（土）	・・・・・・・・・・・・・	七五三
23日（日・祝）
・・・・・・・・・・・・・・・・・	勤労感謝の日

１1月

季
節
を
め
ぐ
る

十
一
月

霜月（しもつき）／神楽月（かぐらづき）／霜降月（しもふりづき）
雪待月（ゆきまちづき）／子月（ねづき）十一月の異名

「農業機械の
	排出ガス規制」
～高度化する農業機械に備えた人材育成～

特
集

農機事業部
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特集 ─「農業機械の排出ガス規制」

１
．排
出
ガ
ス
規
制

農
業
機
械
な
ど
の
特
殊
自
動
車
の
排
出
ガ
ス
は
、大
気
汚
染

防
止
法
に
基
づ
き
規
制
値
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。平
成
15
年

か
ら
特
殊
自
動
車
の
排
出
ガ
ス
規
制
が
開
始
さ
れ
、現
在
は
３

次
規
制
が
馬
力
帯
別
に
適
用
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
．Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
農
機
事
業
の

人
材
育
成

現
在
の
農
業
機
械
は
、排
出
ガ
ス
規
制
対
応
に
加
え
て
、安

全
装
置
の
充
実
、自
動
化
装
置
の
進
展
な
ど
、高
性
能
化
、高
機

能
化
が
す
す
ん
で
お
り
、農
業
機
械
担
当
者
に
は
従
来
以
上
に

専
門
的
な
技
術
力
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
、農
業
機
械
担
当
者
の
教
育
研
修
体
系

に
も
と
づ
き
、機
種
別
整
備
技
術
講
習
会
の
開
催
や
、Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
独
自
の
検
定
制
度
の
実
施
を
通
じ
て
、日
々
進
歩
す
る

農
業
機
械
の
修
理
整
備
技
術
の
習
得
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

こ
の
３
次
規
制
は
、従
来
の
２
次
規
制
値
か
ら
P

※

M
を
約

90
％
低
減
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
非
常
に
厳
し
い
規
制
と

な
っ
て
お
り
、コ

※

モ
ン
レ
ー
ル
、E

※

G
R
な
ど
の
エ
ン
ジ
ン
本
体
の
改

良
に
加
え
て
、D

※

P
F
な
ど
の
後
付
け
装
置
が
必
要
と
な
り
、

機
械
の
複
雑
化
に
よ
り
、農
業
機
械
担
当
者
は
専
門
的
な
技
術

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

【PM】
粒子状物質
マイクロメートル単位の非常に細かい粒子。特に粒径の小さい微小粒子状物質等は肺の中まで達する
ことから呼吸器疾患等の健康影響が大きい
と考えられている。

【コモンレール】
コモンレール式燃料噴射
システム
高圧化した燃料を蓄え、各インジェクターへ
均一に供給するシステム。電子制御で燃料の
噴射圧力、噴射時期、噴射期間(噴
射量)をきめ細かくコントロールする
ことで、理想的な燃焼を実現する。

■豆知識

【EGR】　
排出ガス再循環（Exhaust Gas Recirculation）
一度排出されたガスを再び吸入空気と混合し、燃焼温度を低下さ
せることで、NOxを低減する。

【ＤＰＦ】　
ディーゼル・パティキュレート・フィルター

（Diesel Particulate Filter）
ディーゼルエンジンの排出ガスに含まれる粒子状物質や黒煙を、
排気管に装着されるフィルターで捕集し除去する装置のこと。

Ｎ：納得の
ｅ：笑顔を見るまで
ｗ：我々は分かりやすい
ｓ：説明・サービス・商品をお届けします

運動のシンボルマークとメッセージ

ＪＡグループ農機事業　「新３づくり運動（略称：Ｎｅｗｓ）」展開中
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水
稲
品
種
の
動
向
と
品
種
改
良

全
国
の
水
稲
品
種
の
作
付
面
積
の
上
位
は
依

然
と
し
て「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」が
ダ
ン
ト
ツ
の
１
位
を
占

め
、次
い
で「
ひ
と
め
ぼ
れ
」、「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」、「
あ

き
た
こ
ま
ち
」、「
な
な
つ
ぼ
し
」の
順
で
、平
成
25

年
度
で
は
上
位
10
品
種
で
76.8
％
の
作
付
比
率
と

な
って
い
ま
す
。　

一
方
で
、こ
こ
数
年
の
、日
本
穀
物
検
定
協
会
が

お
こ
な
う
米
の
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、コ
シ
ヒ
カ

リ
、ひ
と
め
ぼ
れ
な
ど
の
常
連
品
種
に
加
え
て
、北

海
道
の「
ゆ
め
ぴ
り
か
」、山
形
県
の「
つ
や
姫
」、

熊
本
県
の「
森
の
く
ま
さ
ん
」な
ど
、新
品
種
の
台

頭
が
あ
り
ま
し
た
。北
海
道
で
は
ア
ミ
ロ
ー
ス
を

低
め
に
す
る
こ
と
で
食
味
を
改
良
し
、西
南
暖
地

で
は
高
温
障
害
耐
性
品
種
へ
の
改
良
な
ど
新
た

な
動
き
が
す
す
ん
で
い
ま
す
。

コ
シ
ヒ
カ
リ
の
改
良

全
国
の
作
付
ト
ッ
プ
を
占
め
る
コ
シ
ヒ
カ
リ

は
1
9
5
6
年
に
育
成
さ
れ
て
以
来
、作
付

面
積
が
拡
大
し
、食
味
の
良
さ
は
際
立
っ
て
い

ま
す
が
、「
い
も
ち
病
」に
弱
い
欠
点
が
あ
り

ま
し
た
。こ
の
た
め
、食
味
等
の
形
質
は
そ
の

ま
ま
に
、い
も
ち
病
抵
抗
性
を
持
つ
よ
う
に
改

良
し
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
新
潟
Ｂ
Ｌ
1
号（
B
L
と

は
b
l
a
s
t
r
e
s
i
s
t
a
n
c
e 

l
i
n
e
の
略
で
、い
も
ち
病
抵
抗
性
導
入
品
種
）

が
1
9
9
7
年
に
登
録
出
願
さ
れ
て
以
来
、数
多

く
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
Ｂ
Ｌ
品
種
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

コ
シ
ヒ
カ
リ
B
L
は
、い
も
ち
病
抵
抗
性
遺
伝

子
を
持
つ
品
種
と
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
交
配
し
、抵
抗

性
遺
伝
子
が
導
入
さ
れ
た
交
雑
系
統
に
コ
シ
ヒ
カ

リ
を
数
回
戻
し
交
配
し
て
、耐
病
性
以
外
は
コ
シ

ヒ
カ
リ
と
同
じ
形
質
を
持
つ
系
統
を
繰
り
返
し

選
抜
す
る
、時
間
と
労
力
を
要
す
る
手
法
で
生
ま

れ
て
い
ま
す
。

新
た
な
品
種
開
発
手
法

最
近
で
は
、Ｄ
Ｎ
Ａ
解
析
技
術
が
発
達
し
、水
稲

の
耐
病
性
、耐
冷
性
な
ど
の
特
性
を
発
現
さ
せ
る

遺
伝
子
の
領
域
を
特
定
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

新
た
な
育
種
法
で
は
、い
く
つ
か
の
特
性
に
つ
い

て
、導
入
し
た
い
遺
伝
子
の
有
無
を
判
定
す
る
目

印
に
な
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
配
列（
Ｄ
Ｎ
Ａ
マ
ー
カ
ー
）が
開

発
さ
れ
て
、こ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
マ
ー
カ
ー
を
用
い
て
交
雑

個
体
の
細
胞
を
実
験
室
内
で
分
析
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、季
節
に

関
係
な
く
目
的
の
遺
伝
子
導
入
の
有
無
が
判
定

で
き
、圃
場
の
選
抜
と
合
わ
せ
て
目
標
と
す
る
特

性
を
持
っ
た
品
種
の
効
率
的
な
品
種
育
成（
マ
ー

カ
ー
選
抜
、マ
ー
カ
ー
育
種
な
ど
と
云
わ
れ
る
）が

始
ま
って
い
ま
す
。

岩
手
の
品
種
開
発
の
現
状
と
展
望

本
県
で
は
、農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、こ

れ
ま
で「
い
わ
て
っ
こ
」、「
ど
ん
ぴ
し
ゃ
り
」、「
結
の

香
」な
ど
の
品
種
が
育
成
さ
れ
て
き
ま
し
た
。品

種
開
発
は
遺
伝
資
源
の
蓄
積
が
命
運
を
握
る
と

云
わ
れ
、長
年
の
蓄
積
に
よ
っ
て
岩
手
1
0
7
号

等
の
優
良
な
系
統
が
作
出
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、（
公
財
）岩
手
生
物
工
学

研
究
セ
ン
タ
ー
が
開
発
し
た
最
新
の
Ｄ

Ｎ
Ａ
解
析
技
術
と
多
様
な
遺
伝
資
源

を
活
用
し
、「
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
超
え
る
米
」

を
目
標
に
現
在
の
本
県
主
力
品
種
で
あ

る「
ひ
と
め
ぼ
れ
」に
勝
る
品
種
の
育
成

が
佳
境
に
入
って
い
ま
す
。

い
つ
の
時
代
に
あ
っ
て
も
現
状
品
種
に

満
足
し
な
い
生
産
者
の
新
品
種
へ
の
期

待
は
大
き
い
も
の
で
す
が
、新
た
な
品
種

は
最
終
的
に
は
生
産
者
、消
費
者
が
評

価
す
る
一
方
で
、関
係
者
が
み
ん
な
で
育
て
て
い
く

も
の
で
も
あ
り
、今
後
の
品
種
開
発
に
期
待
し
た

い
も
の
で
す
。

営農対策部　営農技術課
技術主管

高 橋  伸 夫

作り方
❶牛肉は細切りにして、片栗粉とコショウをまぶしておく
❷タケノコとシイタケは食べやすい大きさに切り、セリは３㎝位に切る
❸ボウルにAの調味料を合わせておく
❹土鍋に鶏ガラスープ、水、酒を入れて火にかけ、煮立ったら牛肉を入れる
❺再び煮立ったらアクを丁寧に取り、タケノコとシイタケ、Ａを入れて２～３分
間フタをして煮る
❻一度火を止めて水溶き片栗粉を入れてトロミをつけ、再び火をつけてセリを
入れる

細
胞
イ
キ
イ
キ
、老
化
を
遅
ら
す〝
応
援
レ
シ
ピ
〟

料理監修／髙橋ヒサ子
管理栄養士、健康運動指導士
特定保健指導実践者
いわて糖尿病療養指導士
HACCP（食品衛生危害分析）指導者
（公社）岩手県栄養士会理事

材料（4人分）
牛薄切り肉２４０ｇ、片栗粉小さじ１、白コショウ適量、タケノコ（水煮）２４０ｇ、生シイ
タケ１２０g、セリ２００ｇ、水１０００㏄、鶏ガラスープ（顆粒）小さじ２、酒大さじ４、Ａ（酢・
しょうゆ各大さじ1と1/3、白コショウ適量、水大さじ２）、水溶き片栗粉適量

酸
サ ン ラ ー タ ン

辣湯鍋

牛肉を酸味豊かな辛みのある
スープ仕立てで食べる

酸辣湯鍋
1人分

171
kcal

日
本
で
は
戦
国
時
代
に
キ
リ
ス
ト
教
イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教
師

や
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
を
は
じ
め
京
都
な
ど
で
も
牛
肉
は
食
べ
ら

れ
て
い
た
そ
う
で
、豊
臣
秀
吉
も
小
田
原
征
伐
時
に
高
山
右
近

や
蒲
生
氏
郷
、細
川
忠
興
と
と
も
に
牛
を
食
べ
て
い
ま
す
。江

戸
時
代
に
な
る
と「
薬
喰
い
」と
し
て
牛
肉
の
味
噌
漬
け
が
作
ら

れ
、売
ら
れ
て
い
ま
し
た
。こ
れ
は
病
人
の
養
生
や
健
康
増
進
の

た
め
で
あ
り
、当
時
、食
用
の
家
畜
と
し
て
飼
育
さ
れ
て
い
る
牛

は
皆
無
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、牛
肉
は
極
め
て
高
価
な「
薬
」で
し

た
。と
は
い
え
、廃
用
農
耕
牛
は
肉
質
は
硬
い
も
の
の
毒
が
あ
る

わ
け
で
は
な
い
の
で
、実
際
に
は
こ
れ
が
食
用
に
回
さ
れ
て
い
た
、

と
文
献
に
あ
り
ま
す
。牛
肉
の
栄
養
価
が
注
目
さ
れ
て
い
た
江

戸
時
代
、寒
い
時
期
に
は
乾
肉
も
ま
た
生
産
さ
れ
て
い
た
と
か
。

本
格
的
に
牛
肉
が
食
べ
ら
れ
始
め
た
の
は
明
治
の
文
明
開
化
以

降
で
、牛
鍋
屋（
す
き
焼
き
）が
流
行
し
ま
し
た
。

従
来
は
豚
肉
よ
り
も
高
価
な
牛
肉
で
し
た
が
、平
成
３
年

（
１
９
９
１
）４
月
、牛
肉
の
輸
入
自
由
化
に
よ
っ
て
国
外
か
ら

安
価
な
牛
肉
が
入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
一
方

で
、消
費
者
の
美
味
追
求
と
安
全・安
心
志
向
の
高
ま
り
が
国

産
の「
ブ
ラ
ン
ド
和
牛
」生
産
に
拍
車
を
か
け
、全
国
各
地
で
高

級
ブ
ラ
ン
ド
牛
が
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。岩
手
の

澄
ん
だ
空
気
と
清
冽
な
水
、そ
し
て
病
気
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

の
徹
底
し
た
衛
生
管
理
下
、手
塩
に
か
け
て
育
ま
れ
た
県
産
牛

は
東
京
食
肉
市
場
で
も
人
気
が
高
く
、最
高
水
準
の
評
価
を
獲

得
し
て
い
ま
す
。

栄養ポイント
牛肉には鉄分が多く含まれていることから、貧血の改善に効果があり、牛
の赤身は脂肪の燃焼を促進させる。また、脳内の三大神経伝達物質の一
つ「セロトニン」という、幸せホルモンを作り出すたんぱく質（トリプトファン）も
多く含む。セロトニンは脳神経や自律神経に働きかけ、明るく幸せな気持ち
にさせてくれる物質で、寝付きを良くし、朝すっきり目覚める効果がある。体
内にセロトニンが減ると精神のバランスが崩れ、イライラ、落ち込みやすい、
集中力散漫、やる気喪失、うつ病を引き起こしてしまうことも。心のバランス
を整える作用のある伝達物質セロトニンがきちんと分泌されていると、ストレ
スに強くなって落ち着きや心地よさ、満足感などを感じることができる。
副菜は【きんぴらレンコンの和サラダ仕立て】蓮根、牛蒡、人参をゴマ
油で炒めたら唐辛子の輪切りを加え、めんつゆで味付けし、ボウルに入れ
た刻んだ大根、紫キャベツ、水菜と一緒に和える。デザートは【クリーミー・
パンプキンサラダ】かぼちゃ、ブルーベリーソース、ホイップクリーム、クラッ
カー、マヨネーズ、生クリーム、砂糖、はちみつ、レモン汁、ミントの葉。

肉
質・風
味
と
も
に
優
れ
て
い
る
岩
手
の
牛
肉

肉や卵、魚などの動物性食品に
含まれる脂質の一種「アラキドン
酸」という必須脂肪酸も含んでい
る牛肉。膜で囲まれている脳細胞の
成分の１４％はアラキドン酸で、これは脳の栄養に必要なも
の。でも、体内で合成できないため食べ物から摂取する必要
がある。アラキドン酸が減ると元気がなくなったり、認知症に
なりやすいが、過剰摂取は動脈硬化、高血圧、アトピー性皮
膚炎などを引き起こす。中高年の一日の摂取目安は７０ｇ程
度なので、牛肉を食べた日は他の肉は控えたほうがよい。

アラキドン酸が脳を鍛えて
若返らせる

■図３-新たな品種開発手法

■図1-様々な特徴を持つ遺伝資源■図2-有望系統「岩手107号」
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2014いわて純情むすめ

佐藤 里沙子

岩
手
の
お
い
し
い
新
米
を
P
R
!!

各部から最新情報をピックアップいたします。

各部発直行便
営農対策部

営農技術課では、園芸部、本所震災復興課、関係企業等と協力し、「岩手県放射性物質低減のための原木きのこ栽培管理チェックシート」
を補完する技術として、選択的にセシウムを吸着する特性を持つプルシアンブルーという物質を利用し、しいたけへの放射性セシウムの影響を
低減させる試験を平成24年度から継続して実施しています。
〈試験内容と結果〉
①平成24年度
岩手県の震災関係補助事業「平成24年度岩手県放射性物質除去・低減技術実
証事業実証試験」として実施。
プルシアンブルー分散液にホダ木を浸漬することにより、ホダ木からしいたけへの
放射性セシウムの移行を抑制させることを目的に試験を実施し、プルシアンブルー
の放射性セシウム移行抑制効果が認められた。しかし、しいたけの石突にプルシア
ンブルーが付着する場合があり、生産現場での実用化は難しいと判断した。
②平成25年度
前年の課題と、県がチェックシートを策定したことを受け、プルシアンブルーで処理
した不織布（ＰＢ不織布）をホダ場に敷設、またはホダ木に被覆するなどして栽培環境からの放射性セシウムの影響を低減することを目的
に試験を実施し、周囲からの放射性セシウムの影響低減効果は見られた。しかし、供試した不織布が厚く、しいたけの生育に必要な光や水
分が不十分となり、生育上の課題が残った。
③平成26年度
前年の課題から、しいたけの生育環境を考慮し、ＰＢ不織布を改良して改めて試験を実施中。平成27年春に発生するしいたけを対象に、放
射性セシウムの影響低減効果について調査することとしている。

（営農技術課）

畜産酪農部

9月9日〜10日に花巻市のホテル花巻にて、岩手県農協養豚経営者連絡協議会（岩手豚経連）研修会が開催されました。本研修会は
毎年講師をお招きして講演をおこなっており、今回のテーマは「豚流行性下痢（PED）ワクチン使用方法の留意点について」と題し、日生
研株式会社営業部課長……加藤廉氏と一般財団法人化学及血清療法研究所営業部テクニカルサポート課プロダクトマネージャー……徳
永正大氏による講演と合わせて、農林水産省が策定する豚流行性下痢（PED）防疫マニュアルの検討項目の1つである「豚流行性下痢
（PED）発生情報の共有化について」岩手県農林水産部畜産課主査　高橋真紀氏に説明をいただきました。
また、平成25年度の肉豚出荷成績優秀者の表彰式をおこない、最優秀賞は齋藤清利氏（JA新いわて）が受賞しました。

【総合部門】
最優秀賞 齋藤　清利 JA新いわて（宮古） 写真前列左から2人目

優秀賞 農事組合法人
八幡平ファーム JA新いわて（久慈） 前列右から2人目

優良賞 農事組合法人
八幡平洋野牧場 JA新いわて（久慈） 前列左端

【部門別賞】
◆年間肉豚出荷頭数2,000頭以上

出荷頭数
平準率部門賞

農事組合法人
南山形養豚組合 JA新いわて（東部） 後列右端（代理授与）

肉質上物率部門賞 農事組合法人
八幡平洋野牧場 JA新いわて（久慈） 前列左端

ストライク率部門賞 農事組合法人
八幡平洋野牧場 JA新いわて（久慈） 　　〃

◆年間肉豚出荷頭数2,000頭未満

出荷頭数
平準率部門賞 齋藤　清利 JA新いわて（宮古） 前列左から2人目

肉質上物率部門賞 木村　誠 JAいわて花巻（北上） 後列左から2人目
ストライク率部門賞 齋藤　清利 JA新いわて（宮古） 前列左から2人目 （畜産統括課）

PB不織布
（敷設）

【平成26年度試験区の様子】

PB不織布
（被覆）
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農 業 勇 士 の 熱 き 情 熱

食とともに活き続ける。

喜
ん
で
も
ら
え
る

果
物
作
り
を
目
指
し
て

JA 全農いわては生産者と消費者を
安心で結ぶ懸け橋になります。

今回のインタビュー内容はJA全農いわてウェブサイトにも掲載されています。
詳しくはＪＡ全農いわてホームページで。

早朝の作業風景

愛情と情熱が注がれて育った作物

より良い品質を目指すため、家族間の情報交換は欠かせません

手に取ってもらえるよう陳列にも細かな気配り

果
樹
農
家

藤
村	

卓
也
さ
ん
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ニュースワイドアングル

JA全農いわて米穀部とイオンスーパーセンター㈱は食育活動
の一環として、盛岡市立渋民小学校5年生を対象にした稲刈り体
験を開催しました。この取り組みは今年で6年目。
参加した生徒達は、自分たちが植えた苗が大きく成長し、たくさ

ん実をつけた姿に驚いた様子でした。生徒たちが一生懸命収穫し
たお米は今後、イオンの店舗で販売される予定です。

JA全農いわて米穀部はJA岩手ふるさと、ライスフレンド株式
会社と共同で稲刈りイベントを開催し、関西の販売店担当者な
どが参加しました。このイベントは今年で１７年目。５月に同イベ
ントで田植えをおこない今回収穫されたお米は、「いわてのまん
ま」として近畿圏のスーパー、量販店、生協、米穀店などで販売さ
れています。

岩手も収穫の秋を迎え、圃場も黄金に色づきました。そんな中、岩手のお米の美味しさを知ってもらおうと、県内各地
で様々な稲刈りイベントが開催されました。

JA全農いわて園芸部は、北上市の岩手県農業研究センターにて、いわて純情りんごコンテスト（第1部）を開催しました。
このコンテストは県内りんご生産者の生産技術の研鑽を促すとともに、「いわて純情りんご」の認知度向上と消費拡大を目的に、昭和28
年頃から取り組まれています。
第1部の出品品種は、中生種のジョナゴールド、紅玉。審査部門は品種の部（ジョナ

ゴールドもしくは紅玉）、若者の部（ジョナゴールド）、総合の部（第1部のジョナゴール
ド、第2部のふじ、シナノゴールドの3品種）の3部門にわかれており、県内の生産者・団
体から昨年を4点上回る60点が出品されました。
出品されたりんごは、重量や糖度、硬度などが計測された後、審査員10名によって、
着色、大きさや形状が揃っているか、虫害やツル割れがないかなどの厳正な審査をう
けました。
審査員は「発育初期の天候に恵まれ、台風被害も少なかったこともあり、出品され

たりんごは着色や糖度なども良く、病害虫の被害も少なかった。全体的にレベルの高
いコンテストとなり、審査に苦労した。」とコメントしました。
コンテスト第2部（王林、シナノゴールド、ふじ）の審査は11月27日に、展示販売会
は11月29日、30日に盛岡市のクロステラス内にて開催される予定。
第1部の審査結果は以下の通り。

実り豊かに、岩手にも収穫の秋到来いわて純情りんごコンテスト開催

名誉賞に畠山氏（JAいわて中央）の肉牛が選ばれる！

10月10日（金） 10月4日（土）

10月23日（木）

渋民小学校稲刈り体験 「いわてのまんま」稲刈り

いわて純情りんごコンテスト（第１部）

JA全農いわて米穀部とJAいわて中央は、ABCクッキングスタジオ生徒参加の稲刈り体験をおこないました。
このイベントは同教室でも多く使用されている岩手県産ひとめぼれが、どんな土地でどのように育っているのかを体験してもらいそれを通
して岩手のお米の美味しさ・品質の高さを知ってもらうために企画されました。
今回は５月に同教室のツアーで田植えがおこなわれた圃場の稲刈りということで、前回田植え体験をした生徒も多数参加。参加者の

ひとりは「田植から稲刈りまでのできるのは貴重な体験。自分で植えたお米なのでとても愛着がわきます」と楽しそうに稲刈りをおこない
ました。
稲刈りの他には、千歯扱きや足踏脱穀機での脱穀体験もおこなわれ、昔ながらの脱穀方法を悪戦苦闘しながらも楽しく学びました。

9月27日（土）

ABCクッキングスタジオ稲刈りツアー

一般社団法人岩手県畜産協会は、紫波町の株式会社岩手畜産流通
センター内にて、第58回岩手県畜産共進会肉牛の部を開催しました。
この取り組みは、共進会を通じて県内生産者の肥育技術の向上をは
かるとともに、「いわて牛」のブランドをＰＲすることを目的に開催してい
ます。
肉牛の部には、黒毛和種の雌が39頭、去勢61頭の計100頭が出品さ

れ、生産者は日頃の肥育技術の成果を披露されました。
名誉賞には畠山正宏氏（ＪＡいわて中央）出品の肉牛が選ばれ、審査
講評では「枝肉に厚みがあり、肉量と脂肪のバランスも良好。キメの細
やかさと脂肪の滑らかさも良く、名誉賞にふさわしい」と講評をえまし
た。
また同会場ではJA全農いわて主催の第46回いわて牛産地和牛枝
肉販売会も開催され、県内外から買参人が参加し、共進会に出品され
た枝肉がセリにかけられました。
名誉賞を受賞した畠山さんの枝肉は、今販売会の最高落札額１kg

当たり3,010円、166万1,520円での落札となりました。

10月25日（土）

第58回岩手県畜産共進会

2014いわて純情むすめも参加、はじめての稲刈りを体験

一生懸命作業をおこなう生徒達 稲を束ねる作業はなかなか大変です

参加者全員で集合写真

厳正な審査をおこなう審査員

販売会でのセリ風景

部門 順位 出品者 該当JA

総合の部
第一位（暫定） りんご部会 都南支部B JAいわて中央

第一位（暫定） JAいわて中央 盛岡支部B JAいわて中央

品種の部（ジョナゴールド） 最優秀賞 熊谷博文B JAいわて中央

品種の部（紅玉） 優秀賞 上野高典A JA新いわて

若者の部 優秀賞 佐藤秀幸A JA江刺
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農
事
組
合
法
人

　な
つ
か
わ
フ
ァ
ー
ム【
一
関
市
】

®林風舍

「
う
る
お
す
耕
土
、夏
川
営
農
を
め
ざ
し
て
」

し
て
、地
域
内
畜
産
農
家
と
の
耕
畜
連
携
に
よ
り
27
戸
の

畜
産
農
家
と
千
頭
以
上
の
大
家
畜
生
産
を
支
え
て
来
ま
し

た
。農
地
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
水
田
の
効
率
的
な
活
用
を

可
能
に
し
、水
稲
生
産
の
低
コ
ス
ト
化
の
た
め
に
は
機
械
施

設
の
更
な
る
集
約
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。今
後
カ
ン

ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
整
備
や
個
別
所
有
の
農
業
機
械

施
設
の
整
理
合
理
化
と
有
効
活
用
を
は
か
り
、ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
米
づ
く
り
の
実
現
と
農
産
物
の「
な
つ

か
わ
ブ
ラ
ン
ド
」化
を
め
ざ
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

法
人
設
立
後
も
組
合
員
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

本
年
10
月
末
の
決
算
期
ま
で
に
は
組
合
員
5
0
0
戸
、水

田
5
0
0
㌶
以
上
の
農

地
集
積
を
は
か
る
こ
と

で
法
人
の
経
営
基
盤
を

盤
石
に
し
て
、水
稲
生
産

に
加
え
て
農
業
の
複
合

化
、直
接
販
売
や
加
工
品

開
発
な
ど
の
６
次
産
業

化
に
も
取
り
組
み
、時
代

の
変
化
に
柔
軟
に
対
応

で
き
る
独
自
の
経
営
ス

タ
イ
ル
を
追
求
し
て
欲
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

（農）
な
つ
か
わ
フ
ァ
ー
ム
が
め
ざ
し
て
い
る「
民
主
的
な
組

織
運
営
」、「
農
業
者
の
協
働
の
場
の
提
供
」、「
地
域
農
業
経

営
の
確
立
」、「
効
率
的
な
水
稲
専
用
機
械
の
整
備
」、「
農
業

者
の
努
力
に
報
い
る
法
人
経
営
」を
実
現
し
、個
々
の
組
合

員
の
能
力
が
発
揮
さ
れ
、地
域
住
民
が
活
躍
で
き
る
集
落

営
農
の
確
立
を
ご
期
待
い
た

し
ま
す
。

し
補
完
工
事
を
残
す
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、基
盤
整
備
事
業
後
の
営
農
再
開
に
向
け
た
体

制
づ
く
り
に
取
り
組
み
、平
成
16
年
以
降
油
島
、涌
津
お
よ

び
永
井
の
３
地
区
に
営
農
組
合
が
組
織
さ
れ
て
事
後
転
作

や
生
産
調
整
へ
の
対
応
、自
己
完
結
農
家
や
担
い
手
農
家
と

の
調
整
に
よ
り
集
落
営
農
を
担
っ
て
来
ま
し
た
。並
行
し
て
、

受
益
者
と
の
話
し
合
い
や
説
明
会
に
加
え
て
、情
報
の
共

有
化
を
目
的
に「
夏
川
地
区
基
盤
整
備
事
業
推
進
委
員
会

だ
よ
り
」を
年
１
～
３
回
発
行
す
る
な
ど
、集
落
の
営
農
ビ

ジ
ョ
ン
や
法
人
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
取
り
組
み
に

よ
り
、平
成
25
年
3
月
に
３
地
区
の
営
農
組
合
を
一
体
化

し
て
農
事
組
合
法
人
を
設
立
す
る
こ
と
の
合
意
が
成
さ
れ

ま
し
た
。

さ
ら
に
、農
業
政
策
の
見
直
し
や
米
価
の
大
幅
下
落
に
直

面
し
た
こ
と
で
、現
状
の
規
模
で
の
米
生
産
の
自
己
完
結
に

対
す
る
危
機
感
か
ら
組
織
化
の
重
要
性
が
理
解
さ
れ
、水
稲

の
生
産
性
向
上
と
省
力
低
コ
ス
ト
化
を
実
現
し
、圃
場
整

備
事
業
の
要
件
で
あ
る
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
と
農
地
中

間
管
理
事
業
の
メ
リ
ッ
ト
を
獲
得
す
る
た
め
に
法
人
が
設

立
さ
れ
、現
在
平
成
27
年
度
か
ら
法
人
の
本
格
的
な
営
農

開
始
に
向
け
た
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
つ
か
わ
フ
ァ
ー
ム
の

経
営
確
立
に
向
け
て

夏
川
地
区
の
南
岸
を
一
級
河
川
夏
川
が
流
れ
て
お
り
、水

田
は
６
～
９
ｍ
と
低
標
高
地
帯
に
あ
る
こ
と
か
ら
２
か
所

の
揚
水
場
に
よ
り
水
位
を
調
整
す
る
こ
と
で
水
田
農
業
が

維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。転
作
に
は
畑
作
物
が
難
し
い
こ
と
か

ら
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ（
Ｗ
Ｃ
Ｓ
）用
稲
を
栽
培

水
田
5
0
0
㌶
規
模
の

農
業
生
産
法
人
設
立

農
事
組
合
法
人
な
つ
か
わ
フ
ァ
ー
ム
が
所
在
し
て
い
る
夏

川
地
区
は
、一
関
市
花
泉
町
の
南
端
で
宮
城
県
境
に
接
し

た
温
暖
で
地
味
豊
か
な
条
件
を
活
か
し
て
、水
稲
に
園
芸
や

畜
産
を
取
り
入
れ
た
複
合
経
営
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

同
法
人
は
夏
川
流
域
の
油
島
、涌
津
及
び
永
井
の
3
地

区
を
範
囲
と
し
て
お
り
、平
成
26
年
9
月
15
日
に
設
立
総
会

が
お
こ
な
わ
れ
、県
内
で
は
2
番
目
の
規
模
を
有
す
る
集
落

型
農
業
生
産
法
人
と
し
て
、基
盤
整
備
さ
れ
た
農
地
の
有

効
活
用
や
水
田
農
業
経
営
の
一
元
化
を
は
か
り
、地
域
担
い

手
農
家
や
兼
業
農
家
が
協
働
で
法
人
経
営
に
参
画
す
る
こ

と
に
よ
り
、集
落
営
農
の
実
現
と
地
域
社
会
へ
の
貢
献
に
向

か
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

構
成
員
は
設
立
時
点
で
４
２
１
名
、役
員
は
理
事
9
名

と
監
事
3
名
で
初
代
の
代
表
理
事
組
合
長
に
菅
原
昊
氏

（
68
歳
）が
就
任
し
ま
し
た
。理
事
は
3
地
区
か
ら
3
名
づ

つ
選
任
さ
れ
、地
域
の
代
表
と
し
て
経
営
管
理
を
担
う
と
と

も
に
総
務
部
、水
稲
部
、転
作
部
、機
械・施
設
部
お
よ
び
女

性・青
年
部
の
５
部
門
の
部
長
と
３
地
区
の
作
業
班
の
チ
ー

ム
リ
ー
ダ
を
担
い
、部
門
な
ど
の
管
理
運
営
の

責
任
者
も
兼
ね
る
こ
と
で
、地
域
の
財
産
で
あ

る
5
0
0
㌶
の
農
地
を
維
持
し
活
用
し
て
、担

い
手
を
は
じ
め
地
域
農
業
者
の
活
躍
に
よ
る
地

域
営
農
の
確
立
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

営
農
組
合
の
活
動
を
経
て

農
業
生
産
法
人
に

夏
川
地
区
は
平
成
14
年
度
に
経
営
体
育
成

基
盤
整
備
事
業
が
採
択
さ
れ
、平
成
28
年
度
事

業
完
了
を
め
ざ
し
て
5
2
6
㌶
の
基
盤
整
備
に

取
り
組
み
、平
成
25
年
６
月
に
面
工
事
が
完
了

TAC活動（事務室）

圃場整備地区

地区位置図

設立総会

菅原組合長とTAC（左から、JA全農いわて・上田TAC、渋谷事務局・菅原組合長、JAいわて平泉・
栗原TAC）

揚水上ポンプ

園芸部　花き・資材課

佐
さ と う

藤 亮
り ょ う た

太さん（23歳）

10
月
、収
穫
の
秋
を
迎
え
県
内
各

地
で
収
穫
祭
、農
業
祭
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

い
わ
て
純
情
む
す
め
も
昨
年
に
引

き
続
き
、多
く
の
会
場
に
お
邪
魔
さ

せ
て
い
た
だ
き
、歌
と
ダ
ン
ス
で「
純
情

産
地
い
わ
て
」を
P
R
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、J
A
全
農
い
わ
て
が
作
製

し
た
ミ
ニ
テ
レ
ビ
番
組「
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ｉ
Ｃ

Ｕ
Ｌ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
！
」も
お
か
げ
さ
ま
で

10
月
を
も
っ
て
最
終
回
を
迎
え
ま
し

た
。有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

農
業
の
か
っ
こ
よ
さ
を
若
い
世
代
に

伝
え
る
、を
コ
ン
セ
プ
ト
に
作
製
し
た

番
組
で
し
た
が
、多
く
の
方
か
ら
反

響
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ

れ
か
ら
も
、農
業
の
魅
力
、使
命
を
社

会
に
発
信
す
る
た
め
の
企
画
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

（
岩
本
）

編
集

後
記

農事組合法人 なつかわファームの経営概況
●代　　　表：代表理事組合長　菅原 昊（ヒロシ）
●設　　　立：平成26年9月17日（登記）
●住　　　所：一関市花泉町永井字神明93番地　
●組　合　員：４２1戸（設立時点）
●営 農 規 模：水田　526ha（地区全体面積）
●施 設 機 械：事務所１棟

趣味・特技
スポーツ観戦（サッカーやプロレス、モータースポーツ）、エレキギター

現在の担当業務
主に県中地区のJA担当として、花の生産から販売に関わる業務をおこなっています。
日々の業務は、各JA担当者・運送会社と相談し、JAから花き市場までの運送手配を
行っています。そして、当日の取引状況や、今後の見通しといった情報を全国の市場担
当者から聞き、各JA担当者へ提供しています。また、出荷が始まる直前に規格を定め
る目揃い会への参加や、市場訪問への同行、出荷作業の手伝い、いわてフラワーコン
テストなどPRイベントなど様々な業務を担当しました。今後は、乾椎茸の関連業務担
当します。

入会して感じたこと、驚いたこと
今年度入会したため研修期間の関係上、職場へは５月からの配属でしたが、６月に
は東京・大田市場を訪問、７月からは一人で現場に出向くことが多くなり、生産者の
方 と々関わっていく中で責任を感じることも増えました。７月〜１０月の盆・彼岸を中
心とした繁忙期では、休日にも関わらず取引先からの電話対応に、噂には聞いていま
したが想像以上のものがありました。最近では全国の市場関係者の方々を案内して
産地巡回をおこなうなど、改めて振り返ってみると学生だった昨年の今頃では考えら
れないようなことを担当させてもらっていると感じています。今後も現場へ足を運び、
先輩方のようにしっかりとした全農職員になれるよう頑張ります。

いわて花巻空港の平成26年下期ダイヤ決定のお知らせ！
～札幌・名古屋・大阪・福岡線に加え、乗り継ぎ便もあります～

いわて花巻空港の定期便のダイヤが平成26年10月26日から改正されました。札幌線（最短55
分）、名古屋線（最短70分）、大阪線（最短85分）、福岡線（最短115分）の直行便のほか、乗り継ぎ
便のご利用で、宮崎（大阪乗継）や高知（名古屋乗継）もより便利になりました。
いわて花巻空港は、釜石自動車道「花巻空港IC」から車で3分。駐車場（1,150台）は無料です。
【航空券の予約購入】
日本航空（JAL）☎0570-025-071（7:00〜20:00）
フジドリームエアラインズ（FDA）☎0570-55-0489（7:00〜20:00）
■航空ダイヤ表

①3/20～3/28は5分遅発。
②④3/20～3/28は5分遅発。
③⑥3/20～3/28は60分早発。
⑤⑦3/20～3/28は60分早発。
※この他、札幌経由の女満別、大

阪伊丹経由の出雲、大分、長
崎、鹿児島、福岡経由の沖縄、
名古屋小牧経由の福岡、熊
本、などへの乗り継ぎ便もござい
ます。

詳しくは、各航空会社にお問い合
わせください。

【札幌線】
（JAL）

花巻発 札幌着 札幌発 花巻着
9:00 9:55 7:30 8:30

15:30 16:25 ①13:55 14:55
18:25 19:20 16:55 17:55

【名古屋線】
（FDA）

花巻発 名古屋着 名古屋発 花巻着
9:15 10:40 7:35 8:45

15:55 17:20 14:15 15:25
18:50 20:15 17:10 18:20

【大阪線】
（JAL）

花巻発 大阪着 大阪発 花巻着
10:00 11:35 8:05 9:30

②12:15 13:50 ⑤10:20 11:45
③17:05 18:40 ⑥15:10 16:35
④18:45 20:20 ⑦16:45 18:10

【福岡線】
（JAL）

花巻発 福岡着 福岡発 花巻着
14:20 16:35 11:50 13:45
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JA 全農いわてホームページ
〒020-8605 盛岡市大通一丁目2番1号　TEL019-626-8615　FAX019-653-6145

http://www.junjo.jp

■営農と生活を支援し、元気な産地づくりに取組みます。
■安全で新鮮な国産農畜産物を消費者にお届けします。
■地球の環境保全に積極的に取り組みます。

JA
全
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い
わ
て
通
信
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